
令和
れいわ

２年度
  ねんど

 第２回
だい かい

京都市
きょうとし

国際化
こくさいか

推進
すいしん

プラン
ぷ ら ん

点検
てんけん

委員会
いいんかい

 摘録
てきろく

 

 

 日
にち

 時
じ

：２０２１（令和
れいわ

３年
ねん

）２月
 がつ

８日
  にち

（月
げつ

）午後
ご ご

３時
 じ

００分
    ふん

～午後
ご ご

５時
 じ

００分
    ふん

 

 場
ば

 所
しょ

：京都市
きょうとし

役所
やくしょ

 分
ぶん

庁 舎
ちょうしゃ

 第８
だい 

会議室
かいぎしつ

 

 議
ぎ

 題
だい

： （１）京都市
きょうとし

国際化
こくさいか

推進
すいしん

プランの総括
そうかつ

 

      （２）京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）について 

      （３）意見
いけん

交換
こうかん

 

 出 席 者
しゅっせきしゃ

：京都市
きょうとし

国際化
こくさいか

推進
すいしん

プラン点検
てんけん

委員会
いいんかい

委員
いいん

 

横山
よこやま

俊夫
としお

委員
いいん

（座長
ざちょう

），笠間
かさま

絹子
きぬこ

委員
いいん

，佐野
さ の

真由子
ま ゆ こ

委員
いいん

（オンライン参加
さんか

）， 

チースレロヴァー・クリスティーナ委員
いいん

 

     京都市
きょうとし

 

山本
やまもと

 政策
せいさく

推進
すいしん

担当
たんとう

局 長
きょくちょう

，山口
やまぐち

 国際化
こくさいか

推進
すいしん

室 長
しつちょう

，小田
お だ

 国際化
こくさいか

推進室
すいしんしつ

副 室 長
ふくしつちょう

， 

森本
もりもと

 交 流
こうりゅう

推進
すいしん

担当
たんとう

課長
かちょう

，西村
にしむら

 担当
たんとう

係 長
かかりちょう

，竹原
たけはら

 

 次
し

 第
だい

： １ 開会
かいかい

 

      ２ 議題
ぎだい

  

      ３ 京都市
きょうとし

挨拶
あいさつ

 

      ４ 閉会
へいかい

 

 

議題
ぎだい

（１）京都市
きょうとし

国際
こくさい

化
か

推進
すいしん

プランの総括
そうかつ

 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 まずは，京都市
きょうとし

国際
こくさい

化
か

推進
すいしん

プランの総括
そうかつ

について，事務局
じむきょく

から説明
せつめい

をお願
ねが

いする。 

＜事務局
じむきょく

＞ 

（資料
しりょう

１に基づき
もと   

説明
せつめい

） 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 京都市
きょうとし

国際
こくさい

化
か

推進
すいしん

プランの策定
さくてい

後
ご

，１２年間
ねんかん

の大
おお

きな変化
へんか

として，庁 内
ちょうない

における国際
こくさい

化
か

推進室
すいしんしつ

の

プレゼンスが上
あ

がるとともに， 国際
こくさい

化
か

を全 庁
ぜんちょう

で進
すす

める 潮 流
ちょうりゅう

ができたと思
おも

う。これは大
おお

きなステップ

アップである。 

＜笠間
かさま

委員
いいん

＞ 

 プランの総括
そうかつ

について，とてもわかりやすくまとめられており，課題
かだい

を解決
かいけつ

しながら着 実
ちゃくじつ

に国際
こくさい

化
か

を進
すす

めらてきたことがわかった。 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 国際
こくさい

会議
かいぎ

が増
ふ

えてきたことはとても良
よ

いことだと思
おも

う。国際
こくさい

会議
かいぎ

の開催
かいさい

を通
つう

じて，海外
かいがい

も含
ふく

め，様々
さまざま

な方
かた

が京都
きょうと

に来
こ

られることは素晴
す ば

らしい。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 「国際的
こくさいてき

な事業
じぎょう

を展開
てんかい

するうえで考慮
こうりょ

すべき，本市
ほんし

をとりまく情 勢
じょうせい

の変化
へんか

」のところで，「国際
こくさい

交 流
こうりゅう

団体
だんたい

における若
わか

い世代
せだい

の担
にな

い手
て

不足
ぶそく

」という記載
きさい

があったが，この点
てん

について市
し

としてはどう 考
かんが

えてい

るか。 



＜事務局
じむきょく

＞ 

 姉妹
しまい

都市
と し

交 流
こうりゅう

において，様々
さまざま

な団体
だんたい

が交 流
こうりゅう

を続
つづ

けてくださっているが，設立
せつりつ

から長
なが

い年月
ねんげつ

が経
た

ち，

団体
だんたい

メンバーの高齢化
こうれいか

が進
すす

んでいることが，課題
かだい

となっているという声
こえ

をきく。今後
こんご

は，若い
わ か  

世代
せ だ い

の参加
さんか

を促進
そくしん

し，新
あら

たな分野
ぶんや

へ交 流
こうりゅう

の幅
はば

を広
ひろ

げ，より多
おお

くの方々
かたがた

に，姉妹
しまい

都市
と し

交 流
こうりゅう

に 携
たずさ

わっていただける

ようにしたいと 考
かんが

えている。  

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 総括
そうかつ

の中で，委員
いいん

からの意見
いけん

として，「市
し

で作成
さくせい

するパンフレット等
とう

の多言語
た げ ん ご

対応
たいおう

については，専門
せんもん

の広報
こうほう

チームを作
つく

ってはどうか」という 話
はなし

があったが，専門
せんもん

の広報
こうほう

チームを作
つく

らずとも，各所属
かくしょぞく

で

多言語
た げ ん ご

対応
たいおう

の能 力
のうりょく

が向 上
こうじょう

していることは，もっと 強 調
きょうちょう

しても良
よ

いと思
おも

う。 

 一方
いっぽう

で，市民
しみん

の視点
してん

に立
た

つと，行 政
ぎょうせい

用語
ようご

は非常
ひじょう

に 難
むずか

しく，伝
つた

わりにくい。京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョ

ン（案
あん

）に係
かか

る市民
しみん

意見
いけん

の中
なか

でもあったが，「言語
げんご

面
めん

での課題
かだい

」は非常
ひじょう

に重 要
じゅうよう

である。 

 資料
しりょう

１の中
なか

で，グラフなどを活用
かつよう

され，数字
すうじ

で示
しめ

されている内容
ないよう

はわかりやすかったが，数字
すうじ

で 表
あらわ

せない特 徴
とくちょう

は何
なに

かあるか。 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 国際
こくさい

会議
かいぎ

について，「何件
なんけん

増
ふ

えたか」ということのみが記載
きさい

されているが， 国際
こくさい

会議
かいぎ

の開催
かいさい

に当
あ

たり，

市民
しみん

にどう広報
こうほう

したのか，実際
じっさい

に開催
かいさい

して何
なに

が伝
つた

わったのか、ということについても考える
かんが   

必要
ひつよう

がある。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 国際
こくさい

会議
かいぎ

の開催
かいさい

件数
けんすう

に加
くわ

え，「国際
こくさい

会議
かいぎ

の成果
せいか

として，どのような効果
こうか

があったのか」ということに

ついても，記載
きさい

があれば良
よ

いと思
おも

う。 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 資料
しりょう

１のＰ２０において，「今後
こんご

の課題
かだい

」が３点
てん

挙
あ

げられていたが，非常
ひじょう

にわかりやすかった。京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）においても，このようにわかりやすい表 現
ひょうげん

があれば良
よ

いと思
おも

う。   

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 プランの１つのポイントとして，「環 境
かんきょう

問題
もんだい

への取組
とりくみ

」があるかと思
おも

うが，そのことについて，より

具体的
ぐたいてき

な記載
きさい

があってもいいと感
かん

じた。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 今後
こんご

のことを 考
かんが

えると，単
たん

に便利
べんり

で経済
けいざい

活動
かつどう

をしやすいまちを求
もと

めるだけではなく，身近
みぢか

な問題
もんだい

と

して，環 境
かんきょう

問題
もんだい

に外国籍
がいこくせき

市民
しみん

も含
ふく

め，全員
ぜんいん

で取
と

り組
く

むまちにしていくことが求
もと

められる。 

＜笠間
かさま

委員
いいん

＞ 

 京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）に関
かん

する市民
しみん

意見
いけん

の中
なか

に，「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の観点
かんてん

から見
み

ると，これま

でのプランと比
くら

べ，ビジョンは後退
こうたい

しているように見
み

える」という御意見
ご い け ん

がいくつかあった。プランの

総括
そうかつ

では，「外国籍
がいこくせき

市民
しみん

が何人
なんにん

増
ふ

えたか」だけではなく，「市民
しみん

の方
かた

の暮
く

らしがどのように改善
かいぜん

されたか」

を示
しめ

すことができれば良
よ

いと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 もし，これまでに京都府
きょうとふ

と連携
れんけい

して取
と

り組
く

んできたことがあれば，「総括
そうかつ

」に含
ふく

めていただけるとあり

がたい。 

 

 



議題
ぎだい

（２）京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）について 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 続いて
つづ   

，京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）について，事務局
じむきょく

から説明
せつめい

をお願い
 ね が  

する。 

＜事務局
じむきょく

＞ 

（資料
しりょう

２，資料
しりょう

３－１，資料
しりょう

３－２に基づき
もと   

説明
せつめい

） 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 今回
こんかい

の市民
しみん

意見
いけん

を受
う

けた修 正
しゅうせい

は，主
おも

に表 現
ひょうげん

の修 正
しゅうせい

になっていると感
かん

じるので，もう少
すこ

し具体的
ぐたいてき

に

市民
しみん

意見
いけん

を活
い

かした方
ほう

がいいのではないかと感
かん

じた。例
たと

えば，学校
がっこう

教 育
きょういく

において，国際
こくさい

感覚
かんかく

を育
そだ

てる

といった点
てん

について，もう少
すこ

し方向性
ほうこうせい

を具体的
ぐたいてき

に記述
きじゅつ

した方
ほう

がいいと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 「戦 略
せんりゃく

」や「競 争
きょうそう

」という言葉
ことば

に抵抗感
ていこうかん

がある意見
いけん

が見
み

られたが，京都
きょうと

らしいと感
かん

じた。市役所
しやくしょ

と

しての文言
もんごん

の趣旨
しゅし

を明確
めいかく

にした方
ほう

がいい場合
ばあい

もあると思
おも

う。 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 「国際的
こくさいてき

な人々
ひとびと

」の項
こう

では，もう少
すこ

し対 象
たいしょう

をはっきり述
の

べてもいいと思
おも

う。国際
こくさい

都市像
と し ぞ う

は，１から

４まで項目
こうもく

を分
わ

けた構成
こうせい

になっているが，一
ひと

つ一
ひと

つに気
き

を遣
つか

いすぎて，結 局
けっきょく

それぞれが何
なに

を念頭
ねんとう

に置
お

いているのかわからなくなり，同
おな

じようなことを言
い

っているように感
かん

じる。国際
こくさい

都市像
と し ぞ う

１で対 象
たいしょう

にして

いるのは，その本文
ほんぶん

からも高度
こうど

人材
じんざい

であることは明
あき

らかなので，「高度
こうど

な能 力
のうりょく

を持
も

つ人材
じんざい

」など，はっ

きりと表 現
ひょうげん

した方
ほう

がわかりやすくてよいと思
おも

う。 

 また，京都市
きょうとし

における高度
こうど

人材
じんざい

の割合
わりあい

が他
ほか

の大都市
だ い と し

と比
くら

べて，意外
いがい

に低
ひく

いことに 驚
おどろ

いた。これから

は，「高度
こうど

人材
じんざい

を何人
なんにん

増加
ぞうか

させる」という目 標
もくひょう

ではなく，「高度
こうど

人材
じんざい

に選
えら

ばれるような環 境
かんきょう

の整備
せいび

」を

目指
め ざ

すべきだと思
おも

う。 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 「人材
じんざい

」という表 現
ひょうげん

は企業
きぎょう

のような印 象
いんしょう

を受
う

けるので個人的
こじんてき

にはあまり好
この

まない。それよりは

「多種多様
たしゅたよう

」の方
ほう

がよいと思
おも

う。「高度
こうど

人材
じんざい

」といったように，エリートだけを対 象
たいしょう

にするような表 現
ひょうげん

はきつい印 象
いんしょう

を受
う

ける。それ以外
いがい

の人
ひと

たちは貴重
きちょう

ではないのかといった誤解
ごかい

を与
あた

えるような表 現
ひょうげん

だと

感
かん

じる。 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 「高度
こうど

な人材
じんざい

だけを集
あつ

めるわけではない」という点
てん

については，そのとおりだと思
おも

うが，国際
こくさい

都市像
と し ぞ う

を４つに分
わ

けて記載
きさい

しており，さまざまな人
ひと

を想定
そうてい

していることは他
ほか

のカテゴリーからわかるので，国際
こくさい

都市像
と し ぞ う

１においては，そのままの表 現
ひょうげん

を残
のこ

し，むしろ明確化
め い かく か

するほうが良
よ

いと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 「高度
こうど

人材
じんざい

」には，その家族
かぞく

がいることを忘
わす

れてはいけない。その家族
かぞく

が一緒
いっしょ

に来
き

て京都
きょうと

で暮
く

らすこ

とも受入
うけい

れ体制
たいせい

を整備
せいび

するうえで念頭
ねんとう

に入
い

れる必要
ひつよう

がある。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 Ｐ１０のレジリエント・シティーズ・ネットワークについては，単
たん

にレジリエント・シティに選
えら

ばれた

ということだけを記載
きさい

するのではなく，何
なに

をもって評価
ひょうか

され，京都市
きょうとし

としてどのような取組
とりくみ

を 行
おこな

ってい

るのかといった点
てん

を記載
きさい

すべきだと思
おも

う。個人的
こじんてき

には，京都市
きょうとし

はレジリエンスに係
かか

る様々
さまざま

な課題
かだい

を抱
かか

え

ていると感
かん

じる。 



 「外国
がいこく

人
じん

が取
と

り残
のこ

されないように」という視点
してん

が重 要
じゅうよう

だが，日 常
にちじょう

の活動
かつどう

を組
く

み立
た

てていく段階
だんかい

で

外国
がいこく

人
じん

と 協 力
きょうりょく

して議論
ぎろん

するということが書
か

かれていないように思
おも

う。例
たと

えば，防災
ぼうさい

 の仕組
し く

みづくり

を 行
おこな

うところから一緒
いっしょ

になって 協 力
きょうりょく

していくということをもう一歩
いっぽ

踏
ふ

み込
こ

んで記載
きさい

してもいいので

はないか。 

 また，コロナ禍
か

の 状 況
じょうきょう

がビジョンに反映
はんえい

されていないという意見
いけん

も見
み

られるが，レジリエンスに関
かん

する記述
きじゅつ

がある箇所
かしょ

に，自然
しぜん

災害
さいがい

だけでなく，疫 病
えきびょう

についても触
ふ

れるなど，書
か

きぶりに工夫
くふう

の余地
よ ち

があ

ると思
おも

う。 

＜笠間
かさま

委員
いいん

＞ 

 推進
すいしん

体制
たいせい

について，数値
すうち

目 標
もくひょう

は作
つく

らないのかといった意見
いけん

が見
み

られたが，モニタリング指標
しひょう

とした

意図
い と

などが十 分
じゅうぶん

伝
つた

わっていないような気
き

がしてもったいないと感
かん

じた。今回
こんかい

のコロナ禍
か

のような事態
じたい

になったとしても，柔 軟
じゅうなん

に見直
みなお

すことができる内容
ないよう

であるとか，数値
すうち

が伸
の

びたからいいのではなく，伸
の

びていないものの背景
はいけい

にはこういった理由
りゆう

があるといった分析
ぶんせき

を 行
おこな

うことができるとか，この推進
すいしん

体制
たいせい

を採
と

った意図
い と

に関
かん

する記載
きさい

があるとよいと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 教 育
きょういく

面
めん

での市
し

の努力
どりょく

について，もう少
すこ

し記載
きさい

できることがあるのではないかと感
かん

じる。特
とく

に，

小 学 校
しょうがっこう

に入
はい

ってきた外国籍
がいこくせき

の子
こ

どもについては，学 業
がくぎょう

についていけていない事例
じれい

をよく聞
き

くので，そ

の辺
あた

りに関
かん

する取組
とりくみ

をもう少
すこ

し力説
りきせつ

してはどうか。安心
あんしん

して日本
にほん

の学校
がっこう

に入
い

れる体制
たいせい

があることが

重 要
じゅうよう

である。 

＜笠間
かさま

委員
いいん

＞ 

 私
わたし

が大学
だいがく

で外国
がいこく

人
じん

研 究 者
けんきゅうしゃ

の家族
かぞく

を受
う

入
い

れを担当
たんとう

していて感
かん

じたことであるが，外国
がいこく

人
じん

の家族
かぞく

には，

そもそも日本
にほん

の学校
がっこう

に関
かん

する情 報
じょうほう

を十 分
じゅうぶん

に入 手
にゅうしゅ

できていない 状 況
じょうきょう

もある。結 局
けっきょく

「インターナシ

ョナルスクール一択
いったく

しかない」といった判断
はんだん

になってしまう場合
ばあい

もあり，その学費
がくひ

が高額
こうがく

であることが

大
おお

きな負担
ふたん

となりかねないので，公立
こうりつ

の学校
がっこう

へ入
はい

るハードルを下
さ

げることに 力
ちから

を入
い

れてほしい。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 京都市
きょうとし

の教 育
きょういく

について，改善
かいぜん

されている部分
ぶぶん

もある。一部
いちぶ

の小 学 校
しょうがっこう

では，若
わか

い先生
せんせい

を入
い

れることに

より，外国
がいこく

人
じん

生徒
せいと

へのサポートが充 実
じゅうじつ

し，生徒
せいと

が生
い

き生
い

きと過
す

ごせている。 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 日本人
にほんじん

を対 象
たいしょう

にした国際
こくさい

交 流
こうりゅう

プログラムについての記載
きさい

がほしい。子
こ

どもたちの 間
あいだ

で，留 学
りゅうがく

や

英語
えいご

，国際
こくさい

交 流
こうりゅう

への関心
かんしん

が薄
うす

くなっているといった 話
はなし

を聞
き

く。若
わか

い，これからの時代
じだい

を作
つく

る世代
せだい

に

国際
こくさい

交 流
こうりゅう

に興味
きょうみ

を持
も

ってもらい，国際
こくさい

感覚
かんかく

を育
そだ

てることが大切
たいせつ

だと感
かん

じる。 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 推進
すいしん

体制
たいせい

について，他
た

部局
ぶきょく

との連携
れんけい

をどのくらい本気
ほんき

でやっていくのかを示
しめ

してほしい。行 政
ぎょうせい

以外
いがい

の団体
だんたい

のことは，一方的
いっぽうてき

に決
き

められないのはわかるが，行 政
ぎょうせい

の中
なか

でどう責任
せきにん

を持
も

って推進
すいしん

していくの

かということについて，もっと踏
ふ

み込
こ

んで書
か

いてほしい。 

 また，推進
すいしん

体制
たいせい

のページに追加
ついか

する予定
よてい

の図
ず

もわかりにくく，各団体
かくだんたい

の協 力
きょうりょく

を一方的
いっぽうてき

に想定
そうてい

してい

るようにも見
み

える。それよりは，京都
きょうと

市役所
しやくしょ

内
ない

で諸
しょ

部署
ぶ し ょ

に横
よこ

串
ぐし

を刺して
さ   

進
すす

めていくことがわかるような

図
ず

にしてはどうか。 



＜事務局
じむきょく

＞ 

 市役所
しやくしょ

内
ない

での 協 力
きょうりょく

体制
たいせい

については，Ｐ７に図
ず

のとおり，本
ほん

ビジョンが各部署
かくぶしょ

の政策
せいさく

に横
よこ

串
ぐし

を刺
さ

すも

のとなるように，庁 内
ちょうない

会議
かいぎ

等
など

を使
つか

って進
すす

めていきたいと 考
かんが

えている。詳
くわ

しくは資料
しりょう

４で説明
せつめい

させて

いただく。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 １９７８年
ねん

に作
つく

られた「世界
せかい

文化
ぶんか

自由
じゆう

都市
と し

宣言
せんげん

」について，内容
ないよう

の見直
みなお

しがされていないが，コロナ

禍
か

の影 響
えいきょう

などを踏
ふ

まえ，文 章
ぶんしょう

を見直
みなお

す必要
ひつよう

があると 考
かんが

えている。 

 また，世界
せかい

歴史
れきし

都市
と し

連盟
れんめい

も大
おお

きな組織
そしき

になっており，これからもあらゆる都市
と し

や団体
だんたい

等
とう

に 協 力
きょうりょく

を仰
あお

いでいくために，京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン内
ない

に世界
せかい

歴史
れきし

都市
と し

連盟
れんめい

の課題
かだい

を少
すこ

し書
か

き加
くわ

えてもいいと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 モニタリング指標
しひょう

に「コンベンション開催
かいさい

件数
けんすう

」や「コンベンション参加者
さんかしゃ

数
すう

」とあるが，この「コ

ンベンション」の範囲
はんい

がわかりにくい。オンラインの写真
しゃしん

展示
てんじ

などもコンベンションに入
はい

る可能性
かのうせい

がある

のではないか。 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 せっかく「ニュイ・ブランシュ」などをはじめ，様々
さまざま

な行事
ぎょうじ

を 行
おこな

っているので，「文化
ぶんか

行事
ぎょうじ

をこれだ

けやっています」といったことがわかる指標
しひょう

を入
い

れてもいいのではないかと思
おも

う。 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 モニタリング指標
しひょう

に「市民
しみん

実感
じっかん

調査
ちょうさ

」の記載
きさい

があるが，設問
せつもん

の内容
ないよう

が 抽 象 的
ちゅうしょうてき

すぎるように感
かん

じる。 

＜笠間
かさま

委員
いいん

＞ 

 京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョンに出
で

てくる数値
すうち

の元
もと

データは，それぞれ市
し

のホームページに説明
せつめい

があると

思
おも

うので，そこへアクセスできるようなホームページ 上
じょう

の工夫
くふう

があればよいと思
おも

う。 

 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 続いて
つづ    

，「京都市
き ょ うと し

国際
こくさい

戦略
せんりゃく

ビジョン（案
あん

）に基づく
もと    

国際
こくさい

交流
こうりゅう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

事業
じぎょう

の推進
すいしん

体制
たいせい

」について，

事務局
じ む きょ く

から説明
せつめい

をお願い
 ね が  

する。 

＜事務局
じ む きょ く

＞ 

（資料
しりょう

４に基づき
もと    

説明
せつめい

） 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 これまでの「国際
こくさい

化
か

」という言
い

い方
かた

から「国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

」に変
か

わった意図
い と

について， 伺
うかが

いたい。 

＜事務局
じむきょく

＞ 

 国内の大都市
だ い と し

では，「国際
こくさい

化
か

」はすでになされているという 考
かんが

えから，この表 現
ひょうげん

を使
つか

っているところ

はほとんどなくなっている。本市
ほんし

でも同
おな

じ 考
かんが

えのものと，使
つか

わないこととした。一方
いっぽう

で「国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

」

という言葉
ことば

は少
すこ

し強
つよ

い印 象
いんしょう

を与
あた

えるかもしれないが，様々
さまざま

な政策
せいさく

や施策
しさく

に渡
わた

って，横
よこ

串
ぐし

を刺し
さ  

ていく

というところで，前向
まえむ

きな表 現
ひょうげん

として 考
かんが

えている。 

＜チースレロヴァー委員
いいん

＞ 

 従 来
じゅうらい

，「国際
こくさい

交 流
こうりゅう

」と「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

」の２つに分野
ぶんや

で分
わ

けられていた審議会
しんぎかい

が１つに統一
とういつ

されるこ

とについては，賛成
さんせい

である。これまで，２つの審議会
しんぎかい

での議論
ぎろん

の内容
ないよう

が重 複
ちょうふく

することもあったかと思
おも

う。 



 

議題
ぎ だ い

（３）意見
い け ん

交換
こうかん

について 

＜佐野
さ の

委員
いいん

＞ 

 先
さき

ほど申
もう

し上
あ

げた内容
ないよう

と重
かさ

なるが，市
し

がどこまで 力
ちから

を入
い

れて国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョンに基
もと

づいた取組
とりくみ

を

進
すす

めていかれるのか，またこのビジョンは市
し

の中
なか

でどのような位置
い ち

づけなのかという点
てん

について 伺
うかが

いた

い。 

＜事務局
じむきょく

＞ 

 京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョン策定
さくてい

のプロセスの中
なか

では，いかにして「国際
こくさい

」という分野
ぶんや

を全 庁 的
ぜんちょうてき

に展開
てんかい

していくかを 考
かんが

え，他部署
た ぶ し ょ

とも調 整
ちょうせい

を重
かさ

ねてきた。また，京都市
きょうとし

基本
きほん

計画
けいかく

に関
かん

して，明確
めいかく

に「国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

」という記載
きさい

がなくとも，あらゆる分野
ぶんや

で「国際
こくさい

」が関係
かんけい

しており，国際
こくさい

の視点
してん

なくして政策
せいさく

や

施策
しさく

は進
すす

められないと 考
かんが

えている。 

 また，多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

に関
かん

して申
もう

し上
あ

げると，改正
かいせい

出 入
しゅつにゅう

国
こく

管理法
かんりほう

の施行
しこう

を受
う

けて，平成
へいせい

31年
ねん

に「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

のまちづくり推進
すいしん

プロジェクトチーム」が本市
ほんし

で発足
ほっそく

した。このプロジェクトチームにおいては，

福祉
ふくし

や教 育
きょういく

など，様々
さまざま

な分野
ぶんや

にまたがる部署
ぶしょ

が集
あつ

まり，多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

に係
かか

る課題
かだい

の解決
かいけつ

に向
む

けて，議論
ぎろん

を重
かさ

ねてきた。このように，多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

の意識
いしき

は，各部署
かくぶしょ

に根付
ね づ

いてきていると 考
かんが

えている。 

 来年度
らいねんど

以降
いこう

，関連
かんれん

部署
ぶしょ

がさらに主体的
しゅたいてき

に国際的
こくさいてき

な事業
じぎょう

に取
と

り組
く

むように，庁 内
ちょうない

会議
かいぎ

等
など

を効果的
こうかてき

に使
つか

いながら，しっかりと京都市
きょうとし

国際
こくさい

戦 略
せんりゃく

ビジョンが機能
きのう

するよう進
すす

めていきたいと 考
かんが

えている。 

 

＜横山
よこやま

座長
ざちょう

＞ 

 議論
ぎろん

は尽きない
つ    

が，時間
じかん

が来て
き  

しまったため，令和
れいわ

２年度
ねんど

第
だい

２回
かい

の京都市
きょうとし

国際化
こくさいか

推進
すいしん

プラン点検
てんけん

委員会
いいんかい

を 終 了
しゅうりょう

させていただく。 

 

（以上
いじょう

） 


